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福祉国家というコンセンサスへの発信
政治学者として改革論議に関わって

宮本太郎（中央大学）

２０１３年６月２７日
国際医療福祉大学 公開講座 発信力を磨いて福祉を変える医療を変える

１ 社会保障改革との関わり

自民党政権期

２００８年１１月 社会保障国民会議 最終報告

２００９年６月 安心社会実現会議（委員） ６月「安心と活力の日本
へ」

民主党政権期

２０１０年１２月 社会保障改革に関する有識者検討会（部会長） 「安
心と活力への社会保障改革」

２０１１年 社会保障改革に関する集中検討会議（委員） ６月素案と
りまとめ ６月３０日 成案

自民党政権期

２０１３年１月 社会保障審議会・生活困窮者の生活支援の在り方に関する
特別部会 報告書（部会長）

２０１３年 社会保障制度改革国民会議（委員）



2

２ 「発信」を心がけてきた事柄

新しい日本型の社会保障・福祉というのはありえる 企業依存・家族頼みで
はなく、働くこと、社会参加を支え合うかたちだ 日本とスウェーデンの戦
後の経験は実は重なり合っている

そのかたちは、社会保障か経済成長か、ワークかライフか、「大きな政府」か
「小さな政府」かといった二者対立を超えていくものだ

したがって新しい福祉国家に向けた広いコンセンサスは可能だ 東アジアで
そのイニシアティブを発揮するべきときだ

３ 「発信」を心がけてきた３つのキーワード

Ⅰ 「雇用を軸にした安心」

「生活保障」という視点から雇用と連関させて考えた時、これまでの日本の
社会保障・福祉のポジとネガが見えてくる 戦後日本の生活保障につい
ては、「右」も「左」も「自虐史観」に陥っているのではないか？ →安心社
会実現会議報告書・連合「働くことを軸とした安心社会」ビジョンなど

Ⅱ 「参加保障（アクティベーション）」

雇用と家族が揺らぐ時代の、新しい社会保障・福祉の考え方 所得保障そ
れ自体より、社会とつながる条件の保障を ワークフェアともベーシックイ
ンカムとも異なるアクティベーションを →社会保障改革に関する有識者
検討会報告書など

Ⅲ 交差点型社会

参加保障は就労動員ではない 雇用と教育、家族、訓練、休息を柔軟につ
なごう →平成２２年度厚生労働白書など

以下この３つのキーワードに沿って、発信してきた（つもりの）事柄を述べる
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４（Ⅰ） 各国の社会的支出 推移

主要国失業率の推移
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イギリス

５（Ⅰ） 各国の失業率失業率
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６（Ⅰ） 人生後半に集中していた日本の社会的支出

Before Tax Before Tax Before Tax Before Tax 
and Transfersand Transfersand Transfersand Transfers

After Tax  After Tax  After Tax  After Tax  
and Transfersand Transfersand Transfersand Transfers

Redistribution Redistribution Redistribution Redistribution 
RateRateRateRate

Germany(1994) 0.436 0.282 35.3

The U.S. (1995) 0.454 0.344 24.5

Sweden(1995) 0.487 0.23 52.9

Japan(1994) 0.340 0.265 22.0

Gini Coefficients before and after tax 

Burniaux, et al., 1998.

７（Ⅰ） 再分配前の平等度が高かった日本（雇用による効果）
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８（Ⅰ） 国際的にも突出していた日本の公共事業支出

雇用保障への
政府関与
の強弱

大小

強

弱

スウェーデン
（社会民主主義レジーム）

日本
（日本型福祉雇用レ
ジーム）

ドイツ
（保守主義レジーム）

アメリカ
（自由主義レジーム）

９（Ⅰ） 比較で見た日本型福祉・雇用レジーム

社会保障
への支出
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行政・官僚制

業界・会社
男性世帯主の

長期雇用

家族

教育

１０（Ⅰ） これまでの日本の生活保障とその揺らぎ

雇用

子どもの貧困 非正規・単身・低所得 高齢・困窮単独世帯

不安定層

困窮層

人生後半の社会保障

現役世代現役世代現役世代現役世代
を支えたを支えたを支えたを支えた
綱（雇用）綱（雇用）綱（雇用）綱（雇用）

人生後半人生後半人生後半人生後半
の年金にの年金にの年金にの年金に
重点重点重点重点

非稼働非稼働非稼働非稼働
世帯中心世帯中心世帯中心世帯中心
へへへへ 自立自立自立自立
助長機能助長機能助長機能助長機能
は停滞は停滞は停滞は停滞

生活保護

教育 人生後半の
社会保障

１１（Ⅰ） 安定した綱に支えられた日本の生活保障
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解雇権濫用解雇権濫用解雇権濫用解雇権濫用
法理見直し？法理見直し？法理見直し？法理見直し？

強いられる強いられる強いられる強いられる
｢｢｢｢綱渡り」綱渡り」綱渡り」綱渡り」

相変わら相変わら相変わら相変わら
ず現役世ず現役世ず現役世ず現役世
代を支え代を支え代を支え代を支え
ないセーないセーないセーないセー
フティネッフティネッフティネッフティネッ
トトトト

１２（１２（１２（１２（ⅠⅠⅠⅠ）））） このままでは安全網なき「綱渡り」このままでは安全網なき「綱渡り」このままでは安全網なき「綱渡り」このままでは安全網なき「綱渡り」

人生後半の
社会保障

教育

生活保護
生活保護生活保護生活保護生活保護
は縮小は縮小は縮小は縮小

綱の増設綱の増設綱の増設綱の増設

最賃制度最賃制度最賃制度最賃制度
給付付き税給付付き税給付付き税給付付き税
額控除等で額控除等で額控除等で額控除等で
コーティングコーティングコーティングコーティング

トランポリントランポリントランポリントランポリン
的機能をも的機能をも的機能をも的機能をも
ったったったった新しい新しい新しい新しい
網への網への網への網への
張り直し張り直し張り直し張り直し

１３（１３（１３（１３（ⅠⅠⅠⅠ）））） 新しい社会保障・福祉のかたち新しい社会保障・福祉のかたち新しい社会保障・福祉のかたち新しい社会保障・福祉のかたち

教育
社会保障
(防貧）

生活保護（救貧）

参加保障参加保障参加保障参加保障 翼の翼の翼の翼の
保障（トランポリン保障（トランポリン保障（トランポリン保障（トランポリン
機能）機能）機能）機能）
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家族
（血縁）

男性稼ぎ主雇用
（社縁）

１４（Ⅰ） 社縁を軸としていた
縁の解体

行政

護送船団方式
公共事業
保護・規制

長期的雇用慣行
家族賃金
企業内福利厚生

商店街・第一次産業
（地縁）

現役世代人口

６５歳以上人口＋扶助的給付利用人口

１５（Ⅱ） 参加保障とは何か？
４ 「支えられる」側を
「軽く」する ： 医療
費・年金・生活保護削
減等

（優先されるべき手
段ではない）

３ 「支えられる」側を
｢支える側」に
高齢者の社会参加
社会的包摂

１ 分母を強くする
女性就業率の向上
若年層就労支援
出生率引き上げ

２ 「支える」かたち
を変える

「土建国家」から
「保健国家」へ
医療と介護の
イノベーション

「家族」のかたちを
変える
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１６（Ⅱ） 社会保障給付の将来推計

課題

貧困や格差を抑制しながら、雇用を重視してきた日本モデル そのか
たちを高齢化への挑戦のなかでいかに再生するか？

「殻の保障security under the shell｣ではなく「翼の保障security by 
wing」へ 雇用と社会保障の相互乗り入れへ

参加保障の３つの柱

１）支える世代を支え分母を強化する

２）支えるかたちを変える

３）「支えられる側」を「支える側」に

１７（Ⅱ） 参加保障で新しい日本型レジームへ
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１、子ども子育て支援
女性就業率の上昇こそ高齢化対応のカギ （ＩＭＦレポート「女性は日本を救うか？」

「社会保障・税一体改革」の中心課題 一兆円規模の財源を投入し ３歳未満児の保
育所入所を４人に１人から３人に１人へ（高等教育終了女性の就業率はＯＥＣＤ
平均が７９・５％に対して日本６６・１％）

幼保一体化による認定子ども園 就学前教育による社会的投資

２、現役世代の雇用支援

企業の外で若者が知識と技能を身につける支援 若者雇用戦略（２０１２年６月）

保健・医療・介護の分野での雇用創出 キャリアラダーなどによる処遇改善

１８（Ⅱ） ３つの対応 （１） 支える世代を支え分母を強くする

１、支えることの事業化で雇用とイノベーションを

「土建国家」から「保健都市」へ

地方の急激な人口減少と大都市における高齢単独世帯激増への
空間的な対応

医療介護分野でのイノベーション

２、新しい家族形成

コレクティブハウジングや民間企業（ハーモニーレジデンス社）の「シェアハウス」（ドイ
ツでは「多世代の家」）

「共生型福祉」 高齢者、障害者、子ども、母子世帯などが共に生活し支え合う条件
作り 北海道釧路市の冬月荘、富山県富山市のこのゆびとーまれ

１９（Ⅱ） ３つの対応（２） 支えるかたちを変える
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２０（Ⅱ） 土建国家から保健都市へ

２１（Ⅱ） 保健都市のビジョン 大都市の団地再編の場合

厚労省・老健局資料
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１、高齢者（とくに男性）の働き続ける意欲と社会的リテラシーのずれ

年齢を重ねるにしたがって下がる幸福度？ 「企業戦士」は引退後の関係をうまく形
成できない

高齢者雇用率は高いが満足度が得られず、下がる傾向

高齢者協同組合など、社会的企業がようやく成熟 東日本大震災への対応のなかで

２、社会的包摂

公的扶助の受給者の増大にどう対応するか

「健康で文化的な最低限度の生活」は社会とむすびついた生活

生活困窮者自立支援法はその第一歩

２２（Ⅱ） ３つの対応（３） 支えられる側から支える側に

平成２０年度国民生活白書より
日本のデータは２００８年国民生活選好度調査によるもの

２３（Ⅱ） 年齢があがるごとに減少する（？）日本人の幸福感
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２４（Ⅱ） 高齢男性の就業率は低下傾向

失業・離職

③中間的就労 ③一般雇用①
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム

２５（Ⅱ） 生活支援体系 諸政策・制度の相互関係

④補完型所得保障

②就労支援サービス

⑤居住保障

支援型（労働統合型）社会的企業の役割

手
取
り
収
入
増
大
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学習支援学習支援学習支援学習支援
進学支援進学支援進学支援進学支援

居場所作り居場所作り居場所作り居場所作り

就労・参加支援 家計再建支援 生活支援

社会的経済的
自立支援

生活安定化

２６（２６（２６（２６（ⅡⅡⅡⅡ）））） 社会的包摂目指す生活困窮者自立支援法社会的包摂目指す生活困窮者自立支援法社会的包摂目指す生活困窮者自立支援法社会的包摂目指す生活困窮者自立支援法

就労準備支援就労準備支援就労準備支援就労準備支援

中間的就労中間的就労中間的就労中間的就労

就労収入就労収入就労収入就労収入
積立制度積立制度積立制度積立制度
勤労控除勤労控除勤労控除勤労控除
見直し見直し見直し見直し

健康支援健康支援健康支援健康支援

家計再建支援家計再建支援家計再建支援家計再建支援
（相談支援と（相談支援と（相談支援と（相談支援と

資金貸付）資金貸付）資金貸付）資金貸付）

子ども・
次世代支援

住宅手当住宅手当住宅手当住宅手当
（代理納付も（代理納付も（代理納付も（代理納付も

可能に）可能に）可能に）可能に）

相談支援事業による「包括的・伴走型」支援相談支援事業による「包括的・伴走型」支援相談支援事業による「包括的・伴走型」支援相談支援事業による「包括的・伴走型」支援

２７（Ⅱ）
各国の
社会的支出
と経済指標
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２８（Ⅱ） 各国社会的支出の内訳

教育

家族

失業

加齢・体と
こころの
弱まり

Ⅰ Ⅳ雇用

２９（Ⅲ） 交差点型社会

４つの橋の例
Ⅰ 生涯教育、高等教育
Ⅱ 保育、介護サービス
Ⅲ 福祉的就労、中間的就労

職業訓練
Ⅳ 障がい者福祉

高齢者ケア

Ⅱ

地域社会
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３０（Ⅲ） 応用の例 厚生労働白書

３１（Ⅲ） 応用の例 連合の働くことを軸とした安心社会構想
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３２ （Ⅲ） 交差点型社会と自治体 平成２２年度滋賀県重要政策大綱より

財源はふるさと雇用再生特別推進事業・緊急雇用創出特別推進事業による基金など

３３（Ⅲ） 支援型のサービス給付を実現している国は競争力も高い
（世界経済フォーラムの競争力ランキング）

順位順位順位順位 国国国国 社会的支出のＧＤＰ比（２００７）社会的支出のＧＤＰ比（２００７）社会的支出のＧＤＰ比（２００７）社会的支出のＧＤＰ比（２００７）

１ スイス １８・５

２ シンガポール

３ フィンランド ２４・９

４ スウェーデン ２７・３

５ オランダ ２０・１

６ ドイツ ２５・２

７ アメリカ １６・２

８ イギリス ２０・５

９ 香港

１０ 日本 １８・７
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センセーショナルな対決が演出される政治の論理のな
かで、コンセンサスの方向は感じられていても、なか
なか深まらない

日本が「取り戻す」べきものをもう一度確認し、経済成
長と社会保障の相乗的な関係と持続可能な家族の
かたちを展望するべき

時間はあまり残されていないと思う

終わりに


